
 

 

  

2020年度      

しあわせキャリア支援センター 

活 動 報 告 書 

学校法人日本医科大学 しあわせキャリア支援センター 



 

目    次 

 

 

ご挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

学校法人日本医科大学しあわせキャリア支援センター体制図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２ 

 

Ⅰ．育児支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

Ⅱ．研究支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

 

Ⅲ．キャリア教育支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

Ⅳ．定例会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 

 

Ⅴ．研究支援員配置制度に関する規則の改正・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

Ⅵ.ベビーシッター派遣事業割引券の発行・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

 

Ⅶ.文部科学省科学技術人材育成費補助事業ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 

（牽引型）に係る取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

 

（１）ダイバーシティ研究環境整備のための取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5 

 

（２）女性研究者の研究力向上のための取組とそれに通じたリーダー育成のための取組 

   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・7 

 

（３）女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8 

 

資料（１）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 

資料（２）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

 

令和 2年度 学校法人日本医科大学しあわせキャリア支援センター構成員・・・・・・・・・・・・・・15 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年度は、昨年度末から引き続き、コロナ禍での活動となり、対面での講演会や懇親

会などが実現できない中、オンライン方式をフル活用して、ダイバーシティ研究環境実現、女

性研究者の研究力向上、女性研究者の上位職登用促進のための様々な支援事業を展開い

たしました。 

具体的には、保育補助や研究支援員および研究費補助を継続しつつ、新たに、短時間勤務

女性医師任用制度利用者のキャリア継続支援を開始いたしました。短時間勤務で働く女性

医師に対してメンターが寄り添い、可能な支援情報提供やモチベーションの維持のお手伝い

をして、将来それぞれが希望するキャリアの実現に繋げていかれればと考えています。さら

に、若手研究者を対象としたキャリアデザインプロジェクトを開催し、普段会う機会が少ない

各教室の若手研究者達がリモートで集まり、研究現場における課題解決法について討論し

ました。 

海外研究留学支援に関しては、留学経験者のインタビュー集を作成し、昨年度のアンケー

ト結果で留学を妨げる要因としてあげられていた育児への対応を含め、留学のきっかけ、金

銭面のサポート体制など留学者からの生の声を届けました。また、ホームページ上では留学

地域情報や、奨学金情報などを情報提供しました。留学待機者がいる中、コロナ禍終息に向

け、意識の醸成に努めました。 

延期となっておりました補助事業のキックオフシンポジウムも、理事長、両学長のご指導

のもと、無事開催することができました。また、森田明夫大学院教授には、英語科学論文書

き方講座配信にご尽力いただき、その他多くの皆様に支えられ活動することができましたこ

と、心より、感謝申し上げます。 

しあわせキャリア支援センターは、千駄木図書館１階にございます。数人のスタッフが常駐

しておりますので、お気軽に利用してください。支援についてのパンフレットや育児・介護・

キャリア形成・管理職のマネジメントなどに関する書籍を準備してお待ちしております。 

育児や介護などのライフイベントを大切にしながら、その時にできる、その人にとってしあ

わせな働き方を皆様が見つけていくためのお手伝いができるように、スタッフ一同努力して

参りますので、今後ともご指導・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

学校法人日本医科大学 

 しあわせキャリア支援センター 

センター長 土佐 眞美子 
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学校法人日本医科大学 しあわせキャリア支援センター体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校法人日本医科大学 

しあわせキャリア支援センター 

運営委員会／事務室 
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～2020年度活動報告～ 

 

Ⅰ. 育児支援 

  ●マザーネット 

  

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

3 4 9 ７ 13 14 14 9 6 5 7 0 91 

 

 

＜利用料金補助総額  1,098,223円＞ ※昨年度 1,371,918円／97人 

 

Ⅱ. 研究支援 

   研究支援員配置制度の支援対象者の拡大 

   2020年 5月 1日付で、学校法人日本医科大学研究支援員配置制度に関する規則 

の一部改正がなされ、特別休暇（産前・産後）、育児休業又は介護休業中においても、 

代理監督者を置くことにより、研究支援員の配置が可能となった。 

  

  ●研究支援員配置者数 

   基礎医学 １名 

 

１）支援を受けた時間数 

      2020年 7月～2021年 3月まで、 合計 332時間 20分 

 

２）当制度を利用したことによる効果等 

      育児休業中においても研究支援員の配置を許可していただき、本来ならば研究が中 

断してしまったところを、研究支援員に実験を代わりに行ってもらうことが出来た。 

その結果、研究の進行を継続することが出来たことは、利用者にとって大きなメリッ 

トであり、支援員も研究を志望していたので、今回の雇用が実現したのは双方にと 

って貴重な機会となった。 

 

   ３）研究支援員の声 

     実験を行う度に、実験手法に関する新たな疑問が次々に生まれたが、色々考え、調 

べ、周囲の人に聞くことによって疑問は解消でき、非常に勉強になった。 

 

【2020年度マザーネット月別利用状況】 

（登録者数 30名） 

（単位：人）※延べ人数 
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  また、学部実習ではプロトコル通りに行えば基本的に結果は出るが、本来の実験では 

なかなか上手くいかないことが多々あり、実験の難しさを感じた。例えば、細胞培養、 

特に LLCの培養には苦戦したが、回数をこなして慣れることの大切さもしみじみと感 

じた。 

 

Ⅲ. キャリア教育支援 

  2020年 11月 10日（火）に第 1学年を対象に、特別プログラムとして「医師としての 

未来予想図を描いてみよう」を実施した。 

 

Ⅳ. 定例会議 

  当支援センターの円滑な運営を図るために、原則として隔月で委員会を開催している。 

通常、開催場所は千駄木であるが、今年度は新型コロナウィルス感染予防対策として、 

メール及びWeb会議システムを利用し開催した。 

                                                                               

第１回 2020年 5月 15日（金）メール会議 

     ・人事異動について 

     ・学校法人日本医科大学研究支援員配置制度に関する規則等の一部改正について 

     ・新型コロナウイルス感染症対策のための小学校等の臨時休業等に関連した「ベビー 

シッター派遣事業割引券」発行について 

     ・2020年度ダイバーシテイ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）事業の主な取組 

について 

     ・短時間勤務女性医師任用に関する基準の一部改正について 

 

第 2回 2020年 6月 30日（火）メール会議 

      ・キックオフシンポジウムの開催について 

      ・2020年度の事業推進に係る役割分担について 

 

第 3回 2020年 10月 14日（水）午後 5時～ ※Web会議システムによる開催 

      ・2019年度補助事業の実施報告 

      ・ＪＳＴ（国立研究開発法人科学技術振興機構）による「額の確定調査（令和元年度 

分）」報告 

      ・2020年度補助事業の実施報告と進捗状況について 

      ・2020年度補助事業の今後の予定について 

      ・しあわせキャリア支援センターホームページリニューアルについて 

      ・2021年度補助事業の事業計画（取組み）について 

     

第 4回 2021年 1月 6日（水）午後 5時～ ※Web会議システムによる開催 

      ・2021年度しあわせキャリア支援センター事業計画について 



5 

 

      ・2021年度ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）事業計画について 

      ・ベビーシッター派遣病児保育支援事業（マザーネット）の男性利用について 

 

Ⅴ. 研究支援員配置制度に関する規則の改正 

    研究支援員の支援を受けている被支援者（利用研究者）が、特別休暇（産前・産後）ま 

たは育児休業、介護休業を取得した場合にも、研究活動の継続支援を行う観点から、 

「代理監督者」を置くことで研究支援員を継続して配置できるよう、規則等の一部改 

正に向け 2020年 3月に原案を提出し、同年 5月 1日付で改正された。 

 

  Ⅵ. ベビーシッター派遣事業割引券の発行 

    2020年3月に新型コロナウィルス感染症対策のための小学校等における臨時休校 

 が行われることを受け、「ベビーシッター派遣事業割引券」を発行することとした。 

 内閣府より、2020年 4月以降も特例措置を延長することが発表されたことに伴い、 

 当センターにおける取り扱いも延長することとなった。 

 割引券は、内閣府の委託を受け公益社団法人全国保育サービス協会が実施する「ベ 

ビーシッター派遣事業制度」により発行している。 

   今年度中の利用者数は２名（使用枚数８３枚）であった。 

 

Ⅶ. 文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ 

ブ（牽引型）」事業に係る取組 （実施期間 2019年度～２０２４年度） 

 

（１）ダイバーシティ研究環境整備のための取組 

1-1 新保育支援制度の整備 

夜間・早朝・休日保育または、病児・病後保育にかかる利用料の一部を補助する 

「病児・病後児及び休日勤務時等の保育支援制度」を整備し、2020年9月1日 

より運用を開始した。今年度の利用者数は、日本医科大学で1名であった。 

 

1-2 短時間勤務女性医師任用制度利用者のキャリア継続支援整備 

日本医科大学では、短時間勤務女性医師を支援するため、当該支援制度に関す

るマニュアル整備、制度利用者へのリーフレット作成、利用者が所属する付属4

病院に担当メンターを配置するなどの体制を整えた。新規制度利用者に対し、

制度及び支援体制の説明と意見交換を2020年10月1日より開始した。 

 

1-3 新型研究支援員配置制度の継続 

  1週間当たり最大20時間の研究支援を受けることができる制度を継続し、妊

娠・出産、育児、介護などのライフイベントにある女性研究者の研究活動の維持

と促進を図った。 

  今年度の配置者数は、以下の通り。 
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    日本医科大学：8名（うち男性2名） 

    日本獣医生命科学大学：４名 

 

1-4 医学・生命科学領域の共同研究の促進・共同研究案の公募継続 

代表機関と共同実施機関を跨ぐ共同研究の公募に対し、One Health実行委 

員会における審議の結果、以下の通り採択され、1件につき100万円の研究費 

の補助を行った。 

また、2021年3月31日に、2019年度及び2020年度採択者による研究発表 

会を実施した。 

  日本医科大学：3件 

            ・子どもの痛みの表出が養育者に与える影響の検討 

－比較心理学の視点からー 

                    ・アミノ酸代謝の能動的変動が腫瘍組織内マクロファージに 

どのような機能変化を与えるか 

・色素幹細胞の活性化に関わる紫外線の作用機序の解析 

    日本獣医生命科学大学：3件 

             ・咀嚼の有無が分子レベルの味覚・嗅覚認知に与える影響 

            ・紅茶および紅茶とともに摂取する食品成分が茶ポリフェノ 

ールの生理活性に及ぼす影響の解明と茶消費実態から考 

察される茶の健康機能に関する研究 

                   ・ネコ難治性膵外分泌腺がん細胞株の樹立と性状解析および 

治療戦略探索 

 

1-5 女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクトの発進準備と開催 

①2020年9月から11月にかけて、本プロジェクトを実施した。女性・若手研究

者がグループに分かれ、医学・生命科学研究者のキャリア形成に伴う課題につ

いて調査・研究し、その成果を発表した。参加者には本事業の支援制度（新型

研究支援員配置制度）の応募に際しポイントを付与することで、女性の上位職

登用につながる仕組みを採用した。 

【今年度の研究課題】 

効率の良い留学、研究費獲得方法、研究ポスト獲得方法、 

産学連携共同研究の展開方法、国際共同研究の展開方法、 

効率的な研究成果発表 

参加者数：34名 （男性10名、女性24名） 平均年齢 40.7歳 

 

②2020年11月28日に、前述のプロジェクトの成果発表会と合わせ「研究人材 

育成セミナー」を開催し、女性・若手研究者のキャリア支援を推進した。 

参加者数：41名 （会場18名、オンライン23名） 
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   1-6 全学的なダイバーシティ意識の醸成とロールモデルによる女性研究者の意識改革  

     ①2020年8月29日に本事業のキックオフシンポジウム、11月21日及び12月 

17日にダイバーシテイ推進講演会、2021年3月27日にシンポジウムを開催 

し、ダイバーシテイの理解・浸透を深め、意識醸成に取り組んだ。 

それぞれの参加者数は、以下の通り。 

・キックオフシンポジウム：会場参加者42名、配信による視聴参加者468名 

・ダイバーシティ推進講演会＜11月＞：49名 

・ダイバーシティ推進講演会＜12月＞：63名 (会場３８名、オンライン２５名) 

 

         ②本事業のウェブサイトとニュースレターにおいて、ロールモデルの紹介、ワー 

ク・ライフ・バランス等に関わるアンケート調査結果報告、エッセイ等を掲載し 

ダイバーシティ意識の醸成に取り組んだ。今年度は、2020年７月に第２号、 

2021年１月に第３号を発行し、配布した。 

 

    1-7 他機関のシンポジウム、セミナー等への参加 

        2020年１１月１０日（火）に、全国ダイバーシティネットワーク東京ブロック主催の

課題別ワークショップ（オンライン開催）において、当センター副センター長が「遠

隔授業の導入‐新しい教育方法の構築-」の話題提供を行った。 

 

（２）女性研究者の研究力向上のための取組とそれに通じたリーダー育成のための取組 

 

2-1 研究力向上に向けた「留学支援」の促進 

    留学支援の促進のため、留学経験者へのアンケート調査を実施し、留学支援に関 

わる情報を収集し、それを元に以下に取り組んだ。 

     ①留学経験のある女性研究者を集めた講演会を企画していたが、新型コロナウ

ィルスの影響により開催を見送ることとし、代替として経験者へのインタビュ

ーを実施したものを冊子にまとめ、情報提供を実施した。 

②留学先の育児・保育・生活の情報、および留学奨学金（助成金）に関わる情報を 

収集し、本事業のウェブサイトにて情報を提供した。 

     ③留学中の保育に関わる奨学金制度の導入について、他機関の実施事例、保育

料や渡航費の助成、学童・生徒を持つ研究者への支援、費用面以外での学内で

の支援等を検討した。 

 

2-2 外部研究費獲得に向けたセミナー等の開催や学術的助言の実施 

    ①女性研究者が英語論文をネイティブ添削に出す際の費用補助を合計22件行 

った。 

     （内訳） 日本医科大学19件、日本獣医生命科学大学3件 
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    ②日本医科大学では、意欲ある優れた研究能力を有する研究者6名に対し、研 

究力強化の支援を目的に、学内委員会と連携を図り、外部専門機関による科 

学研究費補助事業（科研費）獲得に向けた動画講座と研究計画書添削の支援 

を行った。 

 

2-3 女性研究者の研究力向上のための特別講習等の開催 

   ①研究力向上を目指す女性研究者、論文執筆経験の少ない若手の研究者等の立

場にある研究者に向けた英語科学論文執筆に役に立つ内容の講座2コマを録

画し配信した。 

   ②研究者としてのキャリア形成に欠かせない効果的な研究成果の発表に必要な

プレゼンテーションスキルを高めるため、2021年2月24日にプレゼンテーシ

ョン力向上セミナーを開催し、58名が参加した。 

   ③日本獣医生命科学大学では、国際学会での英語プレゼンテーション、質疑応答

に対応できる研究力の向上を目的に、「研究力向上英語プレゼンテーション講

座」を開講し、個別英会話レッスンには28名、オンデマンド講義には14名が受

講した。 

 

2-4 産学横断型キャリア相談窓口及び産学横断型メンター制度の継続 

         2020年 10月 1日により運用を開始した。 

          ウェブサイトやニュースレターで制度の周知を図り、オンラインでのメンタリング 

や相談に対応できる体制を整備することで、研究者が気軽に利用できる環境を 

整えた。 

   

（３）女性研究者の上位職への積極的登用に向けた取組 

 

3-1 新型研究者支援制度の活用 

1-3により、日本医科大学では６名の女性研究者に対し研究支援員を配置し、

支援を行った。ライフイベントがある中においても研究活動の維持と促進が図

られたことにより、1名の女性研究者が上位職へ登用された。 

 日本獣医生命科学大学では4名の女性研究者に対し、研究支援員を配置した。 

 

3-2 講師（教育担当）制度の活用 

日本医科大学では、2017年12月講師（教育担当）制度を創設し、教員選考に 

おいて診療・教育・研究のうち、一つか二つかの領域で高い成果を上げれば評 

価する仕組みづくりを進めている。学生教育を担う「講師（教育担当）」を増員し、 

教育に優れた資質を有する女性に指導層としての活躍を期待する。この仕組 

みはライフイベントにある女性の活用を促進する。これにより、優れた女性上位 

職を積極的に登用する。 
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本制度を活用し、今年度は6名の女性教員が登用された。 

     3-3 リーダーシップ＆マネジメント養成講座の開催 

        2020年10月9日（金）に、日本獣医生命科学大学において、「ダイバーシティ 

        時代を共に生きる」をテーマに、渥美雅子氏（弁護士）と森下朝日太郎氏（三菱 

        地所株式会社）をお招きし、講演いただいた。（オンライン配信） 

視聴者数は、222名であった。 

      

3-4 マネジメント養成講座の開催 

     武蔵小杉、千葉北総、多摩永山のいずれかの地区で開催する計画であったが、 

新型コロナウィルスの影響により開催を見送ることとした。今年度は、次年度

開催に向けて企画立案と準備を行い、その内容について2021年3月27日

（土）開催のシンポジウムでイントロダクションし広く参加を呼びかけた。 
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（資料 1） 

【ダイバーシテイ研究環境整備のための取組】 キックオフシンポジウム 
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【ダイバーシテイ研究環境整備のための取組】 ダイバーシティ推進講演会Ⅰ 
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【ダイバーシテイ研究環境整備のための取組】 ダイバーシティ推進講演会Ⅱ 
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【ダイバーシテイ研究環境整備のための取組】 シンポジウム 
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（資料２） 

【女性研究者の研究力向上のための取組】 英語科学論文の書き方講座 
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令和 2年度 学校法人日本医科大学 しあわせキャリア支援センター 構成員 
 

 

 

センター長  土佐 眞美子  日本医科大学付属病院 形成外科 准教授 

副センター長  柿 沼 美 紀  日本獣医生命科学大学 獣医学部 獣医学科 教授 

運営委員 大石 由美子  日本医科大学 代謝・栄養学 大学院教授 

〃 若林 あや子  日本医科大学  微生物学免疫学 講師 

〃 眞野 あすか  日本医科大学 生理学（生体統御学） 講師 

〃 武藤 三千代  日本医科大学 スポーツ科学 准教授 

〃 船 坂 陽 子 日本医科大学付属病院 皮膚科 教授 

〃 保 利 陽 子 日本医科大学付属病院 麻酔科 講師 

〃 石 渡 明 子  日本医科大学付属病院 脳神経内科 非常勤講師 

〃 塚 田 弥 生  日本医科大学付属病院 循環器内科 病院教授 

〃 荻田 あづさ  日本医科大学武蔵小杉病院 形成外科 講師（教育担当） 

〃 田 嶋 華 子  日本医科大学武蔵小杉病院 小児科 助教・医員 

〃 堀   純 子  日本医科大学付属病院  眼科 教授 

〃 関 口 敦 子  日本医科大学多摩永山病院  女性診療科・産科 病院教授 

〃 神田 奈緒子  日本医科大学千葉北総病院  皮膚科 病院教授 

〃  植 木 美 希  日本獣医生命科学大学 応用生命科学部 動物科学科 教授 


